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小型衛星合成開口レーダのアンテナの特徴：
（１） 100㎏級の小型衛星に搭載

（２）0.7mⅹ0.7m平面アンテナパネルが中央と左右両翼3枚ずつ

（３）アンテナは打ち上げ時には、片翼厚み15㎝に収納されているが、

展開後には、0.7mⅹ4.9mのサイズとなる

アンテナ展開機能確認モデルを使って、
地上展開試験を実施したので、その実験
手法及び結果について報告する。

1. はじめに

2. アンテナパネルの機構設計

アンテナの機構設計の方針：

（１）アンテナの電波の放射面

側に突起が無いこと

（２）簡便でシンプルな機構

3. アンテナパネル面精度

面精度の要求値は1.0mmRMS以下
その誤差要因と目標値の内訳は下表

4.9m

0.7m

展開抑制機構

展開抑制機構

分離デバイス
(2箇所)

4. 展開機能確認モデル

展開機能確認モデルは、衛星の片翼部分を想定。
固定パネルは、衛星構体に固定され、それにアン
テナ模擬パネルが１，２，３と接続されている。

5. 展開確認モデルのセッティングと展開試験

浮上させない状態で、エアベアリングの下面の
全面をアルミ定盤に水平に接しさせる
①パネルを収納状態と
②展開状態で
③4つのエアベアリングとも

（A）展開挙動評価

おおよそ、設計通りの展開挙動の確認ができた。

＜角度変位のシミュレーションと試験結果の比較>
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パネル3の
跳ね返り

直線が解析値
点線が実試験の値

（B）展開静定角評価

・20回のパネル展開試験を実施
・エアベアリングの浮上をさせたままの状態で測定
（建物設備圧縮空気の使用）

角度標準偏差が最大でも、7/1000度程度であり、各ヒンジの
角度目標である1/100度以下を満足できる見通しがついた。

（C）展開後の固有振動数評価結果

このグラフをＦＦＴで解析したところパネルの
固有振動数は約1.81Hz。解析による固有振
動数の値（1.96Hz）と近い数値となっている。

・展開後、エアベアリング浮上状態で測定
・軽く先端部をタップしてパネルを変位させ、10秒
経過後、各ヒンジのストッパー同士が接触した後の
パドル全体での固有振動数を測定

各ヒンジのストッパーが閉
じた状態の振動グラフ

青：パネル３の
先端部の変位

（１）今回の展開機能確認モデルにより、展開基本動作の確認をすることができた。

（２）ヒンジの角度目標に対して、良好な値の展開角度再現データを取得することができ、目標達成※のめどがついた。

（３）アンテナ展開後の固有振動数を測定し、解析結果（1.96Hz）とほぼ一致した値(約1.81Hz)が得られた。

（４）エアベアリングのステイについて、今回低コスト化のためにバネと球形軸受を省いたが、今後はそれらを盛り込んだステイを

作製し、精度の高い実験環境の構築を進め、次期モデルの評価に繋げていきたい。

結果まとめ

Ground simulation test of SAR antenna panel deployment for small SAR satellite

展開シミュレーションの結果

閉じた状態 開いた状態

オレンジ：
パネル２の
中央部の変位

※:面精度1.0mmRMS以下

巻き込み型の展
開方式を選択

機械式の展開抑
制機構の採用
（同期機構無し）

＜具体的な対応＞
(1)アルミ定盤が水平になるように、８個のスクリュー

ジャッキで調整
(2)４つのエアベアリングとアルミ定盤との隙間が

0.03mm以下になるように、シムを入れて調整
(3)各パネルが垂直であるように調整する

6. 評価結果

展開静定角

展開確認モデルの写真

展開確認モデル（正面図）

MicroXSAR
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